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第
34
回
 写
真
の
町
東
川
賞
審
査
講
評

　
第
34
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
は
、
20
18
年
2月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
は
、
国
内
作
家

賞
50
名
、
新
人
作
家
賞
59
名
、
特
別
作
家
賞
24
名
、
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
34
名
、
海
外
作
家
賞
20
名
。
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
推
薦
者
リ
ス
ト
の
拡
充
を
す
す
め
て
お
り
、
こ
こ
数
年
は
、
合
計
約
16
0～
17
0名
の

作
家
か
ら
、
5つ
の
賞
を
選
ぶ
審
査
と
な
っ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
作
品
も
膨
大
な
数
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
も
例
年
ど
お

り
、
8人
全
員
の
審
査
委
員
が
、午
前
中
に
写
真
集
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
閲
覧
し
、午
後
か
ら
審
査
に

入
っ
た
。

　
今
回
の
審
査
で
、も
っ
と
も
議
論
を
重
ね
た
の
が
、
国
内
作
家
賞
だ
っ
た
。
最
終
的
に
残
っ
た
候
補
作
家
の
な
か
か
ら
、

膠
着
状
態
を
破
り
決
定
し
た
の
が
、
潮
田
登
久
子
氏
で
あ
る
。
近
年
出
版
さ
れ
た
『
み
す
ず
書
房
旧
社
屋
』『
本
の
景
色
』

『
先
生
の
ア
ト
リ
エ
』
と
い
う
3冊
の
写
真
集
と
出
版
記
念
写
真
展
に
凝
縮
さ
れ
た
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
撮
り
続
け
て

い
る
「
本
の
景
色
／
B
IB
L
IO
T
H
E
C
A
シ
リ
ー
ズ
」
の
深
い
説
得
力
は
、
練
り
上
げ
ら
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
表
現
の
た
ま
も

の
で
あ
る
。
本
と
い
う
紙
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
写
真
と
い
う
紙
の
メ
デ
ィ
ア
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
と
空
間
が
織
り

成
す
迷
宮
の
よ
う
な
、
果
て
し
な
い
魅
力
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　
新
人
作
家
賞
は
、
石
川
竜
一
、
片
山
真
理
、
金
川
晋
吾
、
細
倉
真
弓
、吉
野
英
理
香
の
各
氏
が
最
終
段
階
ま
で
残
り
、吉

野
英
理
香
氏
が
選
ば
れ
た
。
昨
年
も
最
終
段
階
ま
で
残
っ
た
写
真
集
『
N
E
R
O
L
I』
と
、
同
作
に
新
作
の
「
M
A
R
B
L
E」

を
加
え
た
展
示
が
対
象
と
な
っ
て
の
決
定
で
あ
る
。
一
年
と
い
う
時
を
経
て
、い
っ
そ
う
の
注
目
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
は
、

新
し
さ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
作
品
の
魅
力
の
証
左
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
技
法
を

身
体
化
し
つ
つ
、そ
こ
か
ら
限
り
な
く
自
由
で
あ
ろ
う
と
す
る
、
強
く
儚
く
し
な
や
か
な
吉
野
氏
の
ま
な
ざ
し
は
、
瞬
間
と
光

を
紡
ぎ
、
独
特
の
世
界
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
。

　
特
別
作
家
賞
は
、
北
海
道
生
ま
れ
で
、
自
動
販
売
機
の
あ
る
風
景
を
撮
り
続
け
て
い
る
、
大
橋
英
児
氏
に
決
定
し
た
。
自

動
販
売
機
は
、と
て
も
身
近
で
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
だ
が
、そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
意
識
し
て
見
る
こ
と
が
な
い
。
こ
う
し
て
作

品
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
改
め
て
出
会
う
自
動
販
売
機
は
、
と
て
も
新
鮮
だ
。
と
り
わ
け
、
雪
の
な
か
の
自
動
販
売
機
は
印
象

的
で
あ
り
、
北
海
道
生
ま
れ
の
大
橋
氏
だ
か
ら
こ
そ
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
写
真
集

『
R
oa
ds
id
e 
L
ig
ht
s』
『
B
ei
ng
 t
he
re
』
に
編
ま
れ
た
、
自
動
販
売
機
は
、ど
こ
か
懐
か
し
く
も
あ
り
、ま
た
、
日
本
の
社

会
や
文
化
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
20
10
年
に
新
設
さ
れ
た
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
数
も
ぐ
っ
と
増
え
、
賞
が
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
激
戦
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
賞
だ
け
に
、
毎
年
、
賞
の
性
質
も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、今
年
は
、
戦
後
の
焼
け
跡
時
代

か
ら
東
京
を
定
点
観
測
し
続
け
て
い
る
、
富
岡
畦
草
氏
に
決
定
し
た
。
二
代
目
富
岡
畦
草
・
富
岡
三
智
子
氏
、
三
代
目
富
岡

畦
草
・
鵜
澤
碧
美
氏
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
定
点
観
測
は
、
記
録
の
厚
み
と
広
が
り
を
増
し
続
け
て
い
る
驚
く
べ
き
仕
事

で
あ
り
、「
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人
・
自
然
・
文
化
な
ど
を
撮
り
続
け
、
地
域
に
対
す
る
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
者
」
を
対
象

と
す
る
同
賞
の
精
神
を
、
体
現
す
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
海
外
作
家
賞
は
、
楠
本
亜
紀
審
査
委
員
の
入
念
な
調
査
に
基
づ
い
た
説
明
を
踏
ま
え
た
う
え
で
審
査
に
移
り
、
対
象
国

の
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
地
域
か
ら
、マ
リ
ア
ン
・
ぺ
ナ
ー
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
氏
が
選
ば
れ
た
。
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
氏
は
、
個
人
的

な
経
験
や
、
家
族
史
に
端
を
発
す
る
独
創
的
な
表
現
で
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
移
民
社
会
の
歴
史
や
、フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
と
っ
て
の
聖
地
や
テ
リ
ト
リ
ー
の
意
味
を
問
い
か
け
る
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。
最
近
で
は
、
身
近
に
あ
る
が
本

来
は
外
来
種
で
あ
る
植
物
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
捉
え
た
「
ra
di
al
 s
ys
te
m
s」
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て
い
る
。

　
前
回
に
続
き
、今
回
の
審
査
で
も
、
満
場
一
致
や
大
き
な
票
差
で
決
定
さ
れ
た
賞
は
な
く
、
円
卓
を
囲
み
、
投
票
を
繰
り

返
し
、
多
角
的
な
意
見
交
換
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
各
賞
が
決
定
さ
れ
た
。
昨
年
は
3人
、今
年
は
2人
、
8人
中
5人
の
審

査
委
員
が
こ
の
2年
で
入
れ
替
わ
っ
た
わ
け
だ
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
食
い
違
い
は
あ
っ
て
も
、
議
論
を
尽
く
し
て
決
定

し
て
い
く
、
東
川
賞
審
査
会
の
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
は
、し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
審
査
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
19
85
年
の
「
写
真
の
町
宣
言
」
か
ら
30
余
年
、
一
歩
一
歩
積
み
重
ね
た
町
の
人
た
ち
の
努
力
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
審
査
会
は
、「
写
真
文
化
首
都
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
素
晴
ら
し
い
作

家
た
ち
を
選
出
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
受
賞
し
た
素
晴
ら
し
い
作
家
た
ち
を
加
え
、
東
川
町
の
人
と々
共
に
、さ
ら
な
る

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員
　
上
野
　
修

2
3





第
3
4
回
写
真
の
町
東
川
賞
　
＜
国
内
作
家
賞
＞

潮う
し
お
だ
と
く
こ

田
登
久
子
（
U
SH
IO
D
A
 T
ok
uk
o）

東
京
都
在
住

　
1
9
4
0
年
東
京
都
生
ま
れ
。
1
9
6
3
年
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
写
真
科
卒
業
。
1
9
6
6
年
‐
1
9
7
8
年
、
桑
沢
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
お
よ
び
東
京
造
形
大
学
講
師
を
務
め
る
。
1
9
7
5
年
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
写
真
家
と
し
て
の
活
動

を
始
め
る
。

　
1
9
8
1
年
よ
り
、
日
々
の
生
活
を
写
真
に
記
録
す
る
な
か
で
、
不
思
議
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
冷
蔵
庫
の
撮

影
を
は
じ
め
る
。
表
に
は
出
て
こ
な
い
家
庭
の
多
様
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
見
て
取
れ
る
「
冷
蔵
庫
」
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
発
表
。
布
彫
刻
と
し
て
の
「
帽
子
」
を
と
ら
え
た
シ
リ
ー
ズ
ほ
か
、
1
9
8
1
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
か
け
て
は
、
写

真
家
の
夫
・
島
尾
伸
三
と
中
国
の
庶
民
の
生
活
の
リ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
多
く
の
共
著
を
手
が
け
て
い
る
。

　
1
9
9
5
年
か
ら
は
、
本
と
本
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
主
題
に
撮
影
を
は
じ
め
る
。
1
9
9
6
年
に
解
体
さ
れ
た
み

す
ず
書
房
の
旧
社
屋
と
、
そ
こ
で
働
く
人
々
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
フ
ォ
ト
『
み
す
ず
書
房
旧
社
屋
』
（
幻

戯
書
房
、
2
0
1
6
年
）
、
恩
師
で
あ
る
故
・
大
辻
清
司
の
自
宅
の
ア
ト
リ
エ
を
撮
影
し
た
『
先
生
の
ア
ト
リ
エ
』

（
ウ
シ
マ
オ
ダ
、
2
0
1
7
年
）
、
図
書
館
や
個
人
宅
に
蔵
さ
れ
た
、
歳
月
を
経
た
本
の
圧
倒
的
な
佇
ま
い
を
と
ら

え
た
『
本
の
景
色
』
（
同
上
）
の
三
部
作
を
「
本
の
景
色
／
B
IB
L
IO
T
H
E
C
A
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
ま
と
め
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
で
、
2
0
1
8
年
土
門
拳
賞
、
日
本
写
真
協
会
賞
作
家
賞
受
賞
。

＜
作
家
の
言
葉
＞

　
栄
誉
を
授
か
り
ま
し
た
こ
と
、
驚
き
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
19
95
年
か
ら
本
と
本
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
主
題
に
し
て
私
は
写
真
撮
影
を
続
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
様
々
な
時
代
に
多
様
な
運
命
を
辿
っ
て
き
た
「
本
」
に
触
っ
て
い
る
と
、
不
思
議
な
感
慨
が
湧
い
て
き
ま
す
。
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
か
の
国
の
教
会
の
祭
壇
で
、
王
様
の
よ
う
に
座
っ
て
い
た
、
ひ
と
か
か
え
も
あ
る
聖
書
が
目

の
前
に
あ
る
不
思
議
。
鉄
と
木
と
麻
縄
と
羊
の
皮
で
作
ら
れ
た
そ
れ
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
見
る
も
無
惨
に
変

わ
り
果
て
た
姿
を
さ
ら
し
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
に
残
る
羊
の
皮
の
上
に
印
さ
れ
た
赤
色
の
四
線
譜
の
上
で
踊
る
四

角
い
音
符
か
ら
は
、
は
る
か
昔
の
人
々
の
祈
り
が
聞
こ
え
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
室
町
時
代
な
の
か
、
或

い
は
江
戸
の
も
の
な
の
か
、
黄
ば
ん
だ
和
紙
に
か
か
れ
た
屏
風
仕
立
て
の
経
文
に
、
一
面
星
屑
の
よ
う
に
穿
た
れ

た
無
数
の
穴
は
、
小
さ
な
昆
虫
の
シ
バ
ン
ム
シ
が
、
来
る
日
も
来
る
日
も
経
を
唱
え
る
よ
う
に
食
ん
で
い
た
証
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
「
本
」
を
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
写
真
撮
影
を
試
み
て
い
る
う
ち
に
、
情
報
の

担
い
手
と
い
う
「
本
」
自
体
が
持
っ
て
い
る
役
割
を
超
え
て
、
新
た
に
「
本
」
そ
の
も
の
の
存
在
が
魅
力
と
な
っ

て
浮
き
立
っ
て
き
て
、
興
味
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
田
登
久
子

た
く
さ
ん
過
ぎ
る
し
お
り
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
よ
う
に
な
っ
た
『
小
学
国
語
辞
典
』
を
撮
影
し
ま
し
た
。

京
都
の
小
学
校

2
0
0
8
年
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20
08

ア
ン
カ
ッ
ト
製
本
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室

2
0
0
3
年

Un
cu

t b
oo

ks 
are

 pi
led

 up
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U
ni

ve
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ity
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ol
le
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io

ns
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03

金
属
活
字
活
版
印
刷
所
の
社
長
他
3人
の
職
工
は
活
字
や
印
刷
機
の
部
品
の
よ
う
に
よ
く
働
き
ま
す
。
 

内
外
文
字
印
刷
株
式
会
社
（
東
京
板
橋
）

2
0
0
9
年
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大
福
帳
。
未
使
用
。
表
紙
に
墨
筆
で
「
□
山
文
四
郎
」
。

□
の
部
分
、判
読
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
野
陽
子
所
蔵
 

2
0
1
2
年
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店
内
は
本
の
海
の
よ
う
で
、
 
 

そ
の
底
に
店
主
が
満
足
気
に
沈
ん
で
い
ま
し
た
。

古
書
店
ア
ド
ニ
ス
内
と
店
主
・
宮
脇
忠
彦
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0
0
3
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to 

the
 bo

tto
m 

wi
th 

a s
ati

sfi
ed

 lo
ok

. 
 In

si
de

 o
f A

do
ni

s 
A

nt
iq

ua
ria

n 
B

oo
ks

ho
p 

an
d 

sh
op

ke
ep

er
 T

ad
ah

ik
o 

M
iy

aw
ak

i. 
 

20
03

『
T
IP
PE
N
N
Y
-T
U
PP
E
N
N
Y
's 
D
O
LL
Y
 B
O
O
K
』
 

 
  英
国
、子
ど
も
向
け
豆
本
。

   
早
稲
田
大
学
図
書
館
 

  
 2
0
0
4
年

  T
IP

PE
NN

Y-T
UP

PE
NN

Y's
 D

OL
LY

 BO
OK

, a 
Br

itis
h m

ini
atu

re 
ch

ild
ren

’s b
oo

k. 
   

W
as

ed
a 

U
ni

ve
rs

ity
 L

ib
ra

ry
   

20
04
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第
3
4
回
写
真
の
町
東
川
賞
　
＜
新
人
作
家
賞
＞

吉よ
し
の
え
り
か

野
英
理
香
（
Y
O
SH
IN
O
 E
ri
ka
）

埼
玉
県
在
住

　
1
9
7
0
年
埼
玉
県
本
庄
市
生
ま
れ
。
1
9
8
9
年
か
ら
写
真
の
制
作
を
開
始
。
1
9
9
4
年
に
東
京
綜
合
写
真
専
門
学

校
卒
業
。

　
1
9
9
0
年
代
半
ば
か
ら
、
街
に
集
い
、
行
き
交
う
人
々
を
至
近
距
離
か
ら
撮
影
し
、
緊
張
感
の
あ
る
構
図
で

と
ら
え
た
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ナ
ッ
プ
を
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
で
発
表
。
『
M
O
L
E
 U
N
IT
 N
o
.7
 猿
人
全
快
』

（
M
O
LE
、
1
9
9
9
年
）
を
出
版
す
る
ほ
か
、
個
展
や
海
外
で
の
グ
ル
ー
プ
展
に
参
加
。

　
2
0
1
0
年
よ
り
、
カ
ラ
ー
作
品
の
制
作
を
は
じ
め
る
。
主
に
自
身
の
生
活
圏
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
、
日
々
の

な
か
に
あ
る
か
け
が
え
の
な
い
光
や
時
間
を
と
ら
え
て
い
る
。
言
葉
に
な
り
に
く
い
、
風
や
匂
い
と
い
っ
た
身

体
の
記
憶
を
喚
起
さ
せ
る
よ
う
な
独
特
の
質
感
の
あ
る
写
真
集
『
ラ
ジ
オ
の
よ
う
に
』
（
オ
シ
リ
ス
、
2
0
1
1

年
）
、
ビ
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
花
か
ら
抽
出
さ
れ
た
オ
イ
ル
を
意
味
す
る
「
N
E
R
O
L
I」
の
香
が
漂
う
よ
う
な
、
濃

縮
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
た
『
N
E
R
O
L
I』
（
赤
々
舎
、
2
0
1
6
年
）
、
最
新
作
を
集
め
た
『
M
A
R
B
L
E
』

（
タ
カ
・
イ
シ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
/フ
ィ
ル
ム
、
2
0
1
8
年
）
な
ど
を
出
版
。
瞬
間
の
光
を
忘
れ

が
た
い
イ
メ
ー
ジ
に
昇
華
さ
せ
た
作
品
は
評
価
が
高
い
。

　
主
な
個
展
に
、
「
N
E
R
O
L
I」
（
タ
カ
・
イ
シ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
/フ
ィ
ル
ム
、
2
0
1
6

年
）
、
「
M
A
R
B
LE
」
（
同
上
、
2
0
1
8
年
）
、
主
な
グ
ル
ー
プ
展
に
「
無
垢
と
経
験
の
写
真
 日
本
の
新
進
作
家
 

vo
l. 
1
4
」
（
東
京
都
写
真
美
術
館
、
2
0
1
7
-1
8
年
）
が
あ
る
。

＜
作
家
の
言
葉
＞

　
こ
の
た
び
は
、
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
ま
し
て
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
日
常
の
事
物
に
ひ
そ
む
美
し
い
も
の
を
写
真
に
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
偶
然
性
や
必
然
性
に
身
を
任
せ
て
撮
影
す
る
方
法
は
、
私
自
身
が
見
た
か
っ
た
も
の
が
印
画
紙
に
写
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
「
T
hr
ou
gh
 T
he
 L
oo
ki
ng
 - 
G
la
ss
, A
nd
 W
ha
t 
A
lic
e 
F
ou
nd
 T
he
re
 （
鏡
を
通
り
抜
け
て
、
そ
し
て
ア

リ
ス
が
そ
こ
で
見
つ
け
た
も
の
）
」
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
著
の
よ
う
に
、
私
に
と
っ
て
も
ア
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に

レ
ン
ズ
を
通
り
抜
け
て
、
光
が
結
ぶ
イ
メ
ー
ジ
に
魅
了
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
閉
じ
込
め
た
光
の
結
晶
が
、
写
真
と
し
て
も
う
一
つ
の
世
界
を
形
成
し

ま
す
。

　
こ
う
し
た
世
界
を
見
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
生
き
て
い
く
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
時
間
と
、
い
く
つ
も
の
喜
び
を
与
え
て
く
れ
た
写
真
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
英
理
香

Un
tit

led
, 2

01
1 

 
NE

RO
LI

 
Co

urt
esy

 of
 Ta

ka
 Is

hii
 G

all
ery

 Ph
oto

gra
ph

y /
 Fi

lm
Un

tit
led

, 2
01

0  
 

 
NE

RO
LI

  
 

Co
urt

esy
 of

 Ta
ka

 Is
hii

 G
all

ery
 Ph

oto
gra

ph
y /

 Fi
lm

 

Un
tit

led
, 2

01
3

NE
RO

LI
 

Co
urt

esy
 of

 Ta
ka

 Is
hii

 G
all

ery
 Ph

oto
gra

ph
y /

 Fi
lm

Un
tit

led
, 2

01
6 

 
 

M
AR

BL
E 

 
 

Co
urt

esy
 of

 Ta
ka

 Is
hii

 G
all

ery
 Ph

oto
gra

ph
y /

 Fi
lm

 

Un
tit

led
, 2

01
3

NE
RO

LI
 

Co
urt

esy
 of

 Ta
ka

 Is
hii

 G
all

ery
 Ph

oto
gra

ph
y /

 Fi
lm

Un
tit

led
, 2

01
6 

 
 

M
AR

BL
E 

 
 

Co
urt

esy
 of

 Ta
ka

 Is
hii

 G
all

ery
 Ph

oto
gra

ph
y /

 Fi
lm
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第
3
4
回
写
真
の
町
東
川
賞
　
＜
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
＞

富と
み
お
か
け
い
そ
う

岡
畦
草
（
T
O
M
IO
K
A
 K
ei
so
）

神
奈
川
県
在
住

　
19
2
6
年
三
重
県
生
ま
れ
。
特
攻
隊
志
願
兵
と
し
て
終
戦
を
迎
え
る
。
運
輸
省
東
海
海
運
局
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞

社
を
経
て
、1
9
5１
年
よ
り
人
事
院
広
報
課
に
勤
務
。

　
焼
け
野
原
に
な
っ
た
日
本
の
こ
れ
か
ら
を
記
録
に
残
さ
ね
ば
と
い
う
気
持
ち
を
原
点
に
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
記
録

写
真
を
は
じ
め
る
。「
同
じ
町
や
物
を
、
同
じ
所
か
ら
、
同
じ
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
撮
り
続
け
た
写
真
を
、
あ
と
で
並
べ
て
見

れ
ば
、き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
定
点
観
測
式
撮
影
法
」
を
発
案
。
首
都
圏
の

主
要
な
駅
前
、
交
差
点
、
広
場
、
車
道
な
ど
で
定
点
観
測
記
録
写
真
を
続
け
、
高
度
成
長
期
の
東
京
の
変
貌
を
と
ら
え

て
い
る
。

　
都
市
の
記
録
と
と
も
に
、
家
族
の
成
長
記
録
も
残
し
、1
9
5
8
年
、「
母
と
子
の
10
0
0
日
」
で
第
１
回
日
本
写
真
協
会

新
人
賞
受
賞
。
現
在
も
継
続
中
の
銀
座
四
丁
目
交
差
点
で
の
家
族
定
点
撮
影
は
、
家
族
の
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
街

の
風
景
、
道
行
く
人
の
変
化
の
様
子
も
同
時
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　
主
な
写
真
集
に
『
車
が
輝
い
て
い
た
時
代
―
富
岡
畦
草
記
録
写
真
集
』（
日
本
カ
メ
ラ
社
、
2
0
0
3
年
）
、『
富
岡
畦

草
記
録
の
目
シ
リ
ー
ズ
 変
貌
す
る
都
市
の
記
録
』（
白
揚
社
、
2
0
17
年
）
な
ど
。
現
在
で
も
、
雑
誌
『
日
本
カ
メ
ラ
』
に

て
「
富
岡
畦
草
の
記
録
す
る
日
々
　
我
が
写
真
回
想
記
」
の
連
載
を
続
け
て
い
る
。
娘
の
富
岡
三
智
子
、
孫
の
鵜
澤
碧

美
が
、そ
れ
ぞ
れ
二
代
目
、
三
代
目
富
岡
畦
草
を
引
き
継
ぎ
、
定
点
撮
影
を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
4
0
万
枚
に
も
達
す
る

膨
大
な
写
真
を
保
存
管
理
し
て
い
る
。

＜
作
家
の
言
葉
＞

　
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
か
ら
十
日
後
、
や
っ
と
の
思
い
で
東
京
駅
に
辿
り
着
き
、
空
襲
に
よ
り
廃
墟
と
な
っ
た
東

京
の
街
並
み
を
目
に
し
た
時
、
日
本
滅
亡
の
危
機
を
痛
烈
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
G
H
Q
の
支
配
下
で
日
本
は
復

興
の
道
を
歩
み
始
め
、
衣
食
住
に
も
不
自
由
す
る
環
境
の
中
で
あ
っ
て
も
人
は
皆
、
一
致
団
結
し
、
日
本
復
活
の
た

め
に
懸
命
に
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
戦
後
間
も
な
く
、
初
め
は
新
聞
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
り
、
次
い
で
人
事
院
広
報
専
任
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
な
が
ら
、
戦
後
日
本
の
歴
史
を
写
真
資
料
に
よ
っ
て
後
世
に
残
そ
う
と
決
意
し
た
こ
と
か
ら
私

の
定
点
記
録
写
真
の
活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
写
真
の
強
み
は
明
白
な
事
実
を
鬼
気
迫
る
雰
囲
気
と
と
も
に
記
録
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は
個
人
で
東
京

を
中
心
と
し
た
都
市
の
変
貌
を
記
録
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
写
真
資
料
が
日
本
の
発
展
に
少
し
で
も
繋
が
れ
ば

幸
い
で
す
。
私
の
仕
事
を
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
る
娘
や
孫
と
と
も
に
日
本
社
会
の
行
く
末
を
で
き
る
だ
け
長
く
カ

メ
ラ
に
収
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
富
岡
畦
草
 

撮
影
：
曽
根
原
昇
（
日
本
カ
メ
ラ
社
　
提
供
）

数
寄
屋
橋
交
差
点
の
日
劇

19
59
年
 

 
Ni

ch
ige

ki 
(N

iho
n G

ek
ijo

 Th
eat

re)
 at

 Su
kiy

ab
ash

i in
ter

sec
tio

n

日
劇
と
電
気
会
館
が
写
る
数
寄
屋
橋
交
差
点

19
79
年

Ni
ch

ige
ki

 an
d 

De
nk

i K
aik

an
 p

ho
to

gr
ap

he
d 

at 
Su

ki
ya

ba
sh

i 

高
層
化
の
進
む
数
寄
屋
橋
交
差
点

20
17
年

Su
kiy

ab
ash

i in
ter

sec
tio

n w
ith

 hi
gh

 ris
e d

eve
lop

me
nts

銀
座
四
丁
目
中
央
通
り
を
走
る
都
電
と

柳
を
背
に
歩
く
妻
と
子
ど
も
た
ち

19
61
年
 

 
Sc

en
e o

f a
 m

oth
er 

an
d 

ch
ild

ren
 w

ith
 a 

str
ee

tca
r 

run
nin

g a
nd

 a 
wi

llo
w 

tre
e i

n t
he

 ba
ckg

rou
nd

 at
 C

hu
o-

do
ri s

tre
et, 

Gi
nz

a Y
on

-ch
om

e.  
 

円
筒
形
ガ
ラ
ス
張
り
の
三
愛
ビ
ル
を
背
景
に

華
や
か
に
な
っ
た
銀
座
中
央
通
り
 
 

19
75
年
 

 
Fla

shy
 C

hu
o-d

ori
 st

ree
t, G

inz
a, w

ith
 th

e g
las

s-w
all

ed
 

cyl
ind

ric
al S

an
ai 

bu
ild

ing
 in

 th
e b

ack
gro

un
d.

銀
座
四
丁
目
を
背
に
歩
く
娘
夫
婦
と
孫

19
93
年
 

 
Da

ug
ht

er,
 h

er 
hu

sb
an

d, 
an

d g
ran

dc
hi

ld 
wa

lki
ng

 
wi

th 
Gi

nz
a Y

on
-ch

om
e i

n t
he

 ba
ck

gro
un

d.

道
路
の
整
備
さ
れ
た
日
比
谷
交
差
点

19
74
年

Hi
biy

a i
nte

rse
cti

on
 w

ith
 re

-d
eve

lop
ed

 ro
ad

s

ビ
ル
の
高
層
化
が
進
む
日
比
谷
交
差
点

20
16
年

Hi
biy

a i
nte

rse
cti

on
 w

ith
 hi

gh
 ris

e b
uil

din
g d

eve
lop

me
nts

地
下
鉄
工
事
中
の
日
比
谷
交
差
点

19
64
年
 

 
Hi

biy
a i

nte
rse

cti
on

 du
rin

g s
ub

wa
y c

on
str

uc
tio

n

〈
数
寄
屋
橋
交
差
点
　
定
点
撮
影
〉 
  

“F
ixe

d P
oin

t P
ho

tog
rap

hy
 of

 Su
kiy

ab
ash

i I
nt

ers
ec

tio
n”

〈
銀
座
四
丁
目
　
家
族
定
点
撮
影
〉 
 “F

ixe
d P

oin
t P

ho
tog

rap
hy

 of
 Fa

mi
lie

s a
t G

inz
a Y

on
-ch

om
e”
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第
3
4
回
 東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
写
真
の
町
東
川
賞
関
連
事
業
・
自
由
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
～

＜
受
賞
作
家
作
品
展
＞

会
期
：
8月
4日
（
土
）
～
8月
29
日
（
水
）
　
会
期
中
無
休

時
間
：
10
：
00
～
17
：
00
（
8月
4日
は
15
：
00
～
21
：
00
、
8月
5日
は
10
:0
0～
17
:3
0、

　
　
　
8月
29
日
は
15
：
00
ま
で
）

会
場
：
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

料
金
：
町
内
10
0円
、
町
外
20
0円
（
8月
4日
、
5日
は
無
料
開
放
）

海
外
作
家
賞
…
…
…
…
…
マ
リ
ア
ン
・
ぺ
ナ
ー
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト

国
内
作
家
賞
…
…
…
…
…
潮
田
登
久
子

新
人
作
家
賞
…
…
…
…
…
吉
野
英
理
香

特
別
作
家
賞
…
…
…
…
…
大
橋
英
児

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
…
…
富
岡
畦
草

●
8
月
4
日
（
土
）

　
14
：
00
～
14
：
30
　
授
賞
式
（
会
場
：
東
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル
）

　
15
：
00
　
　
　
　
　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
（
会
場
：
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　
15
：
30
～
17
：
00
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
受
賞
を
祝
う
集
い
）

●
8
月
5
日
（
日
）

　
13
：
00
～
17
：
30
　
受
賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
場
：
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ネ
ラ
ー
：
東
川
賞
受
賞
者
、
東
川
賞
審
査
委
員
、
ゲ
ス
ト

■
■
■
　
写
真
の
町
と
は
　
■
■
■

　
19
84
年
、
東
川
町
に
開
墾
の
鍬
が
お
ろ
さ
れ
て
か
ら
満
90
年
の
と
き
。
10
年
後
に
迎
え
る
10
0年
に
向
け
、
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
町
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
く
か
を
考
え
ま
し
た
。
東
川
は
大
雪
山
国
立
公
園
の
大
自

然
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ
り
、
多
く
の
写
真
の
被
写
体
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い
環
境
を
後
世
の
た
め
に

守
り
育
て
な
が
ら
、
人
々
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
町
で
あ
り
、
住
民
で
あ
り
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
だ
若
い
町

よ
り
も
、
わ
ず
か
半
世
紀
ほ
ど
は
や
く
生
ま
れ
た
若
い
文
化
で
あ
る
写
真
。
若
い
町
が
若
い
文
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
ど
こ
に
も
な
い
独
自
の
文
化
や
新
し
い
伝
統
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
こ
の
町
が
日

本
や
世
界
で
の
役
割
を
担
い
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
19
85
年
6月
1日
、
東
川
町
は
豊
か
な
文
化
田
園
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
「
写
真
の
町

宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
写
真
文
化
に
よ
っ
て
町
づ
く
り
や
生
活
づ
く
り
、
そ
し
て
人
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い

う
、
世
界
で
も
類
例
の
な
い
試
み
で
す
。
出
会
い
を
永
遠
に
記
録
す
る
写
真
に
よ
る
、
町
の
美
を
永
遠
に
と
ど
め

る
た
め
の
活
動
は
、
今
も
さ
ら
に
展
開
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
写
真
の
町
宣
言
」
に
う
た
わ
れ
た
、
写
真
に
よ
っ
て
出
会
い
に
み
ち
た
町
に
し
よ
う
と
い
う
理
念
を
実

現
し
、
「
写
真
の
町
」
の
一
年
間
の
集
大
成
と
翌
年
へ
の
新
し
い
出
発
の
た
め
の
祭
典
と
し
て
、
19
85
年
か
ら

毎
年
夏
に
「
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
愛
称
：
東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
）
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
は
、
全
体
の
会
期
を
約
１
カ
月
と
し
、
7月
末
か
ら
8月
頭
に
設
定
さ
れ
た
メ
イ
ン
会

期
に
は
、
写
真
の
町
東
川
賞
授
賞
式
を
中
心
に
、
受
賞
作
家
作
品
展
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
写
真
家
た
ち
と
出
会
う
各

種
パ
ー
テ
ィ
、
新
人
写
真
家
の
登
龍
門
と
も
い
え
る
写
真
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
展
、
写
真
愛
好
家
・
大
学
生
に

よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
写
真
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
写
真
が
異
分
野
の
文
化
と
出
会
う

イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
会
期
の
前
後
に
は
、
各
種
写
真
展
や
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
写
真
教
室
、
町
民
写
真
展
、
小

学
生
か
ら
中
学
生
を
対
象
と
し
た
写
真
少
年
団
活
動
な
ど
、
会
期
全
体
を
通
じ
て
、
芸
術
と
し
て
の
写
真
か
ら
大

衆
的
な
写
真
と
の
か
か
わ
り
ま
で
、
訪
れ
る
人
々
や
町
民
に
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
写
真
文
化
の
魅
力
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
19
94
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
全
国
の
高
校
写
真
部
や
サ
ー
ク
ル
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
る
写
真
選
手
権

大
会
「
写
真
甲
子
園
」
で
は
、
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
の
応
援
の
も
と
、
全
国
か
ら
集
っ
た
高
校
生
た
ち
が
北
海
道
を

舞
台
に
写
真
を
撮
影
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
20
14
年
3月
6日
、
30
年
に
亘
る
「
写
真
文
化
の
積
み
重
ね
」
、
そ
し
て
地
域
の
力
を
踏
ま
え
、
私
た
ち

は
未
来
に
向
か
っ
て
均
衡
あ
る
適
疎
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
「
写
真
文
化
首
都
宣
言
」
行
い
ま
し
た
。
「
写
す
、

残
す
、
伝
え
る
」
心
を
大
切
に
写
真
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
写
真
文
化
と
世
界
の
人
々
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。
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■
■
■
　
写
真
の
町
東
川
賞
規
定
　
■
■
■

●
趣
旨

写
真
文
化
へ
の
貢
献
と
育
成
、
東
川
町
民
の
文
化
意
識
の
醸
成
と
高
揚
を
目
的
と
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

つ
く
る
優
れ
た
写
真
作
品
（
作
家
）
に
対
し
、
昭
和
60
年
（
19
85
年
）
を
初
年
度
と
し
、
毎
年
、
東
川
町
よ

り
、
賞
、
並
び
に
賞
金
を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

●
賞

写
真
の
町
東
川
賞
＜
海
外
作
家
賞
＞
　
　
　
１
名
　
賞
金
１
０
０
万
円

写
真
の
町
東
川
賞
＜
国
内
作
家
賞
＞
　
　
　
１
名
　
賞
金
１
０
０
万
円

写
真
の
町
東
川
賞
＜
新
人
作
家
賞
＞
　
　
　
１
名
　
賞
金
　
５
０
万
円

写
真
の
町
東
川
賞
＜
特
別
作
家
賞
＞
　
　
　
１
名
　
賞
金
　
５
０
万
円

写
真
の
町
東
川
賞
＜
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
＞
１
名
　
賞
金
　
５
０
万
円

●
対
象

海
外
作
家
賞
は
、
世
界
を
い
く
つ
か
の
地
域
に
分
割
し
、
年
毎
に
、
そ
の
対
象
地
域
を
移
動
さ
せ
、
や
が
て

世
界
を
一
巡
す
る
も
の
と
し
、
発
表
年
度
を
問
わ
ず
、
そ
の
地
域
に
国
籍
を
有
し
ま
た
は
出
生
、
在
住
す
る

作
家
を
対
象
と
し
ま
す
。

国
内
作
家
賞
及
び
新
人
作
家
賞
は
、
発
表
年
度
を
過
去
３
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
写
真
史
上
、
あ
る
い
は

写
真
表
現
上
、
未
来
に
意
味
を
残
す
こ
と
の
で
き
る
作
品
を
発
表
し
た
作
家
を
対
象
と
し
ま
す
。

特
別
作
家
賞
は
、
北
海
道
在
住
ま
た
は
出
身
の
作
家
、
も
し
く
は
、
北
海
道
を
テ
ー
マ
・
被
写
体
と
し
た
作

品
を
撮
っ
た
作
家
、
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人
・
自
然
・
文
化
な
ど
を
撮
り
続
け
、

地
域
に
対
す
る
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
審
査
・
表
彰

東
川
町
長
が
依
頼
す
る
ノ
ミ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
作
品
を
、
東
川
町
長
が
委
嘱
し
た
委
員
で
構
成

す
る
［
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
］
に
お
い
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
授
賞
式
は
毎
年
、
東
川
町
国
際
写
真

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
期
間
内
に
東
川
町
内
で
行
い
、
あ
わ
せ
て
受
賞
作
品
展
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を

開
催
し
ま
す
。

●
そ
の
他

受
賞
者
に
は
対
象
作
品
の
中
か
ら
任
意
に
、
東
川
町
民
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
、
東
川
町
民
は
、
そ
の
作
品
を
永
久
的
に
、
大
切
に
保
管
し
、
写
真
の
町
・
東
川
町
を
訪
れ
る
人
々
に
公

開
す
る
責
任
を
も
ち
、
［
写
真
の
町
・
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
］
に
展
示
し
、
友
好
や
文
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

賞
の
対
象
数
は
、
こ
れ
を
固
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
優
れ
た
作
家
に
贈
呈
す
る
こ
と

を
、
目
的
の
発
展
と
考
え
ま
す
。
他
者
か
ら
の
賞
の
増
設
・
新
設
申
し
出
等
に
関
し
て
は
、
積
極
的
に
合
議

し
ま
す
。
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〈お問い合わせ先〉

東川町写真の町実行委員会

〒071-1423　北海道上川郡東川町東町1丁目19番8号　東川町文化ギャラリー
東川町 写真の町課（担当 : 矢ノ目・阪部・吉里）　

TEL.0166-82-2111/FAX.0166-82-4704
E-mail: photo@town.higashikawa.lg.jp

http://www.photo-town.jp/
※受賞作家の顔写真及び作品画像をデータにてご用意しております。

※作品画像は受賞作家展出品作に限りません。


